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 本日、日米首脳会談が行われた。 

 

北朝鮮のミサイル発射、中国の海洋進出など、厳しさを増す東アジア情勢の

中で、日米同盟がインド太平洋地域の平和と安定の礎だという認識のもと、同

盟の抑止力と対処力のさらなる強化で一致したこと、サイバー・宇宙・エネル

ギー分野での連携強化を明記することで一致したこと等を率直に評価したい。 

 

 近年、国内外において国家の関与が疑われるサイバー攻撃の脅威が増大して

おり、国民民主党はサイバー安全保障法案を国会に提出するなど、議論を先導

してきたところである。 

 

 一方で、トランプ大統領の言動や政治手法については、国際社会の分断を助

長させるという指摘が少なくない。特に関税の問題については日本経済にも少

なからぬ影響がある。そうした点について、同盟国日本の立場からは、懸念を

示した上で、自由で開かれたインド太平洋の実現を念頭に、今後の日本への対

応等について確認する必要がある。これらの点も含め、石破首相に対しては、

今回のトランプ大統領との会談内容等について、可能な限り、国民並びに国会

に対して十分に説明することを求めたい。 
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